
安全上のご注意
安全に正しくお使いいただくために ｰー ｰー  必ずお守りください

警告
[ 使用の条件 ]

●	接続・取り付けやご使用の前に、この安全上のご注意と
別冊の取扱説明書・取付説明書をよくお読みになり、安
全に正しくお使いください。

●	安全上のご注意、取扱説明書、および取付説明書は、お
読みになったあと、いつでも見られるところに必ず保管
してください。

●	この安全上のご注意に書かれている内容は、カーステレ
オ、ナビゲーションシステム、モニターテレビなどの製
品全般についての内容を記載しています。そのため、お
買い上げいただきました製品に当てはまらない内容もあ
りますがご了承ください。

■	表示内容を無視して、誤った使いかたをしたときにおよぼす危害や
損害の程度を次の表示で区分し、説明しています。

警告
この表示の欄は、「人が死亡または重
傷を負う可能性が想定される内容」
を示しています。

注意
この表示の欄は、「人が傷害を負う可
能性が想定される内容および物的損
害のみの発生が想定される内容」を
示しています。

絵表示について
この安全上のご注意、取扱説明書、取付説明書、および製品への表示は、製品を安全に正しくお使いいただいて、あなたや
他の人々への危害や財産への損害を未然に防止するために、いろいろな絵表示をしています。その表示と意味は次のように
なっています。内容をよく理解してから本文をお読みください。

接続・取り付けの作業前は、必
ずバッテリーの⊖端子を外して
ください。ショート事故による
感電やケガの原因となります。

作業前はバッテリーの⊖端子を外す

本機は、DC12V ⊖アース車専
用です。大型トラックや寒冷地
仕様のディーゼル車などの24V
車で使用しないでください。火
災の原因となります。

DC12V ⊖アース車専用

エアバッグの動作を妨げる場所
には、絶対に本機の取り付け・
配線をしないでください。エア	
バッグの動作を妨げる場所に取
り付け・配線すると交通事故の
際、エアバッグシステムが正常
に動作しないため、ケガや事故
の原因となります。

エアバッグの動作を妨げる場所には絶対に取り付け・配線しない
車体のボルトやナットを使用し
て本機の取り付けやアースをと
る場合は、ステアリングやブレー
キ系統、タンクなどの保安部品に
使用されているボルトやナット
は絶対に使用しないでください。
これらを使用しますと制動不能
や発火、事故の原因となります。

取り付けには保安部品のボルトやナットは絶対に使用しない

警告 警告
[ 接続・取り付け ] のつづき

車体に穴を開けて取り付ける場
合は、パイプ類・タンク・電気
配線などの位置を確認の上、こ
れらと干渉や接触することがな
いよう注意して行ってください。	
火災の原因となります。

車体に穴を開けるときの注意

コード類は、運転操作の妨げと
ならないようテープなどでまと
めておくなどしてください。ス
テアリングやシフトレバー、ブ
レーキペダルなどに巻き付くと
事故の原因となり危険です。

コード類は運転操作の妨げとならないように配置する

前方の視界を妨げる場所や、ステア
リング、シフトレバー、ブレーキペ
ダルなどの運転操作の妨げになる場
所、運転に支障をきたす場所、同乗
者に危険を及ぼす場所などには絶対
に取り付けないでください。保安基
準に基づいて取り付けないと、交通
事故やケガの原因となります。

前方の視界や運転の妨げになる場所には取り付けない
取り付けと配線が終わったら、
ブレーキやライト、ホーン、ハ
ザード、ウィンカーなどの電装
品が元どおり、正常に動作する
ことをお確かめください。正常
に動作しない状態で使用すると
火災や感電、事故の原因となり
ます。

車両の電装品が正常に動作することを確認する

電源リード線の被覆を切って、
他の機器の電源を取ることは絶
対にしないでください。リード
線の電流容量をオーバーし、火
災や感電の原因となります。

電源リード線に他の機器の電源を接続しない

コード類には、ヒューズなどが
付いている場合があります。絶
対に途中で切断し、短くして使
わないでください。保護回路が
働かなくなり火災の原因となり
ます。

コード類は途中で切断しない

⊕バッテリー電源用のリード線
は、エンジンルームに穴を開け
てバッテリーに直接接続しない
でください。車の振動や熱で被
覆が破れて車のボディにショー
トすると火災や感電の原因とな
ります。

⊕バッテリー電源用のリード線はバッテリーに直接接続しない

[ 異常時の処置 ]

画面が映らない、音が出ないな
どの故障の状態で使用しないで
ください。そのままご使用にな
ると事故・火災・感電の原因と
なります。故障したときは、必
ずお買い上げの販売店にご相談
ください。

故障のまま使用しない

ヒューズを交換するときは、必
ず表示された規定容量 ( アンペ
ア数 ) のヒューズをご使用くだ
さい。規定容量を超えるヒュー
ズを使用すると、火災の原因と
なります。

規定容量の
ヒューズを

ヒューズは規定容量 ( アンペア数 ) 以外のヒューズを使用しない

万一、内部に異物が入った・水
がかかった・煙が出る・変なに
おいがするなど異常が起きた場
合は、ただちに使用を中止し、
必ずお買い上げの販売店にご相
談ください。そのままご使用に
なると事故・火災・感電の原因
となります。

異常のまま使用しない

雷が鳴りだしたら、アンテナ線
やテレビに触れないでください。
落雷により感電の危険性があり
ます。

雷が鳴りだしたらアンテナ線やテレビに触れない

[ 使用方法 ]

運転者がテレビやビデオを見る
ときは、必ず安全な場所に車を
停車させて、サイドブレーキを
かけてください。テレビやビデ
オは安全のため走行中は表示さ
れません。

運転中にテレビやビデオを見ない

ナビゲーションによるルート案
内時も、必ず実際の交通規則に
従って走行してください。ナビ
ゲーションによるルート案内だ
けに従って走行しますと実際の
交通規制に反する場合があり、
交通事故の原因となります。

実際の交通規制に従って走行する

運転者は運転中に本機の操作を
しないでください。前方不注意
となり交通事故の原因となりま
す。操作を行うときは、必ず安
全な場所に車を停車させてくだ
さい。

運転中に操作をしない

リモコンを放置しないでくださ
い。停車したときやカーブを曲
がるときに、リモコンが足元に
転がり、ブレーキペダルなどの
下に入り込むと、運転の妨げと
なり交通事故の原因となります。
操作をするとき以外は、固定し
ておいてください。

リモコンを放置しない

本機を分解したり、改造しない
でください。事故・発火・感電
の原因となります。

分解や改造をしない

運転者は運転中、画面を注視す
る時間は必要最低限としてくだ
さい。前方不注意となり交通事
故の原因となります。

運転中の画面の注視は必要最低限にする
テープ・ディスク・マガジンな
どの挿入口に異物を入れないで
ください。火災や感電の原因と
なることがあります。

挿入口に異物を入れない

本機の内部に水や異物を入れな
いでください。発煙・発火・感
電の原因となります。

本機に水や異物を入れない

事故防止のため、電池は幼児の
手の届かない所に保管してくだ
さい。万一、お子様が飲み込ん
だ場合は、ただちに医師の治療
を受けてください。

電池は幼児の手の届かないところに保管する

[ 接続・取り付け ]

■	お守りいただく内容の種類を次の絵表示で区分し、説明しています。

このような絵表示は、注意（警告を含む）
しなければならない内容です。

このような絵表示は、禁止（やってはい
けないこと）の内容です。

このような絵表示は、必ず行っていただく
強制の内容です。
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注意 注意 注意

本機の通風孔や放熱板をふさが
ないでください。通風孔や放熱
板をふさぐと内部に熱がこもり、
火災の原因となることがあり	
ます。

アンテナは、車幅からはみ出さ
ない場所、また、車の前後から
はみ出さない場所を選んで取り
付けてください。歩行者などに
接触して思わぬ事故の原因とな
ることがあります。

アンテナは車幅からはみ出して取り付けない

通風孔や放熱板をふさがない

天井など不安定な場所に取り付
けないでください。落下し、事
故やケガの原因となることがあ
ります。

製品を天井など不安定な場所に取り付けない

車体やネジ部分、シートレール
など、車両の動く部分にコード
類をはさみ込まないように配線
してください。断線やショート
により、事故・感電・火災の原
因となることがあります。

車両の動く部分にコード類をはさみ込まないように注意する

[ 接続・取り付け ]

ドア近くの雨が吹き込む所など
水のかかる場所や湿気、ほこり、
油煙の多い場所への取り付けは
避けてください。本機に水や湿
気、ほこり、油煙が入り込むと、
発煙や発火、故障の原因となる
ことがあります。

水がかかる場所やほこりの多い場所には取り付けない

振動の多い場所や不安定な場所
など、しっかりと固定できない
場所への取り付けは避けてくだ
さい。外れて運転の妨げとなり
交通事故やケガの原因となるこ
とがあります。

振動の多い場所や不安定な場所には取り付けない

エアバッグ装着車に取り付ける
場合は、車両メーカーに作業上
の注意事項を確認してから作業
を行ってください。エアバッグ
が誤動作する原因となることが
あります。

エアバッグの注意事項を車両メーカーに確認する

直射日光やヒーターの熱風が直
接当たる場所には取り付けない
でください。本機の内部温度が
上昇し、火災や故障の原因とな
ることがあります。

直射日光やヒーターの熱風が直接当たる場所には取り付けない

アンテナをフッ素樹脂処理され
たボディやガラス、及び再塗装
されたボディに、両面テープで
貼り付けないでください。走行
中にアンテナがはがれて落下し、
ボディに傷をつけたり、事故の
原因となることがあります。

フッ素樹脂処理

フッ素樹脂処理されたボディやガラスにアンテナを貼り付けない

アンテナは不安定な場所には取
り付けないでください。ガラス
曲面がきつく取付金具がガラス
面に合わないなど不安定な場所
に取り付けると、走行中に落下
し事故などの原因となることが
あります。

アンテナは不安定な場所には取り付けない

アンテナを両面テープで貼り付
ける場合は、貼り付け場所をき
れいに拭き、確実に固定してく
ださい。貼り付け場所をきれい
にしないと、走行時の振動等で
アンテナがはがれて落下し、ボ
ディに傷をつけたり、歩行者に
接触したりして事故の原因とな
ることがあります。

アンテナを両面テープで取り付ける場合は貼り付け場所をき
れいにする

コード類の配線は、高温部を避
けて行ってください。コード類
が車体の高温部に接触すると被
覆が溶けてショートし火災や感
電の原因となることがあります。

高温部を避けて配線する
コード類が車両の金属部に接触
しないように配線してください。	
どうしてもコード類が車両の金
属部と接触する場合は、必ず
接触部分に保護テープを巻き、	
コード類の被覆を保護してくだ
さい。保護しないと火災や感電
の原因となります。

コード類が金属部と接触する場合は保護テープを巻く

[ 接続・取り付け ] のつづき

[ 使用方法 ]

運転中の音量は、車外の音が聞
こえる程度でご使用ください。
車外の音が聞こえない状態で運
転すると、事故の原因となるこ
とがあります。また、画面は適
切な明るさでご使用ください。

適正な音量や明るさで使用する
モニターの立ち上げや収納の際、
シフトレバー操作などの妨げに
なる場合は、必ず安全な場所に
車を停車させて、立ち上げや収
納の操作を行ってください。

走行中はモニターの立ち上げや収納を行わない

指定以外の電池は使用しないで
ください。また、新しい電池と
古い電池を混ぜて使用したり、
違う種類の電池を一緒に使用し
たりしないでください。電池の
破裂、液もれにより、ケガや周
囲を汚染する原因となります。

指定の電池

指定の電池を使用する
電池を機器内に入れるときは、
極性（⊕、⊖）に注意し、表示
どおりに入れてください。電池
の極性を間違えると電池の破裂、
液もれにより、ケガや周囲を汚
染する原因となることがありま
す。また、使い切った電池はす
ぐに交換してください。液もれ
により、周囲を汚染する原因と
なることがあります。

電池の極性 ( ⊕、⊖ ) に注意する

アンプの放熱部には手を触れな
いでください。放熱部の熱でや
けどをすることがあります。

アンプの放熱部には手を触れない

電池をショートさせたり、分解
したり、加熱したりしないでく
ださい。また、火や水の中に入
れないでください。電池の破裂、
液もれにより、火災やケガの原
因となることがあります。

電池は分解したり加熱したりしない

本機を車載用として以外は使用
しないでください。感電やケガ
の原因となることがあります。

車載用以外では使用しない
雨や水の車内への侵入を防ぐた
め、アンテナコードの車内への
引き込みには十分気をつけてく
ださい。車内に浸水すると車内
を汚染し、火災、感電の原因と
なることがあります。

アンテナコードの車内への引き込みには十分気をつける

電源をONにする時は、ボリュー
ムの位置に注意してください。
突然大きな音が出て、聴力障害
などの原因となることがあり	
ます。

ボリューム
小 大

電源

電源を ON にする時はボリュームの位置に注意する

乾電池は充電しないでください。
電池の破裂により、ケガの原因
となることがあります。

電池は充電しない

本機の取り外し、取り付けには
専門技術と経験が必要です。安
全のため、必ずお買い上げの販
売店に依頼してください。

販売店

取り付け場所の変更は販売店に依頼する

リモコンは直射日光の当たる場
所や高温、高湿の場所を避けて
保管してください。ケースの変
形、内部電池の破裂、液もれの
原因となることがあります。

リモコンは直射日光の当たる場所を避けて保管する

リチウム電池を廃棄する場合は、
⊕、⊖の端子に絶縁性テープを
貼るなどして絶縁状態にしてか
ら「所在自治体の指示」に従っ
て廃棄してください。他の金属
片など導電性のあるものと一緒
に廃棄するとショートして、発
火や破裂の原因となることがあ
ります。

絶縁性
テープ

リチウム電池

リチウム電池を廃棄するときは絶縁状態にする

音が割れる、歪むなどの異常
状態で使用しないでください。
火災の原因となることがあり	
ます。

音が異常のまま使用しない
特にアルカリ乾電池のアルカリ
性溶液が皮膚や衣服に付着した
ときは、きれいな水で洗い流し、
また眼に入ったときはきれいな
水で洗った後ただちに医師の治
療を受けてください。

乾電池の液もれに注意する

[ 異常時の処置 ]

[ 使用方法 ] のつづき

車両メーカー

乾電池

必ず本機および取付キットに付
属の部品を指定どおりに使用し
てください。指定以外の部品を
使用すると、機器内部の部品を
損傷したり、しっかりと固定
できずに外れることがあり危険	
です。

付属の
部品を

付属の部品以外は使用しない

モニターの立ち上げや収納、角
度調節時に手や指、衣服をはさ
まれないように注意してくださ
い。また、テープ・ディスク・
マガジンなどの挿入口に手や指
を入れないでください。ケガの
原因となることがあります。

モニターの立ち上げや収納時に手や指をはさまれないように注意する

手を挟まれな
いよう注意

本機の取り付け・配線には、専
門技術と経験が必要です。安全
のため、必ずお買い上げの販売
店に依頼してください。誤った
配線をすると、車に重大な支障
をきたす場合があります。

販売店

取り付け・配線は販売店に依頼する

取付説明書や取扱説明書で指定
されたとおりに正しく接続を	
行ってください。正規の接続を
行わないと、火災や事故の原因
となることがあります。

アース

正しく接続する


